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はじめに 
Tomato leaf curl New Delhi virus（ToLCNDV）（=Begomovirus solanumdelhiense）は、1995年に

インドで tomato leaf curl geminivirusインド株として初報告されて以来、アジアではインドネシア、

台湾等、アフリカではチュニジア、モロッコ、欧州ではイタリア、スペインへと発生地域を拡大し

ている。ToLCNDV は、宿主植物の葉に主にモザイク症状や植物体の萎縮を生じ、タバココナジラ

ミによる伝搬が知られている。インドのトマトやイタリアのニホンカボチャでは収量低下等の被害

が報告されていることから、多くの国で ToLCNDV の侵入に対する懸念が広がっている（CABI, 
2025b; Kumar and Naqvi, 2016; Moriones et al., 2017; Padidam et al., 1995; Parrella et al., 2017）。 
日本においては、ToLCNDVは、植物防疫法施行規則（農林省, 1950a）別表１に規定された検疫

有害植物であり、同施行規則別表２の２に規定された国又は地域から輸入される栽植用の宿主植物

については、輸出国におけるToLCNDVに対する適切な血清学的診断法又は核酸の塩基配列を検出

するために適切と認められる方法による検査を要求している。 
今般、ToLCNDV の宿主植物に関する新たな情報が得られたことから、改めて ToLCNDV に対す

る現行の検疫措置の有効性を検討するため、病害虫リスクアナリシスを実施した。 
 
Ⅰ リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報（有害植物） 
１．学名及び分類 
（１）学名（Fiallo-Olivé et al., 2021; ICTV, 2025） 

Begomovirus solanumdelhiense 
※ 近年、ICTVによる命名ルールの見直しがあり、分類学上は二名法による種名記載とな

っているが、本報告書においては従来からの実用的な名称（英名）である tomato leaf curl 
New Delhi virus（ToLCNDV）を使用することとする。 

 
（２）英名、和名等（ICTV, 2025） 

英名：tomato leaf curl New Delhi virus（ToLCNDV） 
 
（３）分類（Fiallo-Olivé et al., 2021; ICTV, 2025） 

種類：ウイルス 
科：Geminiviridae 
属：Begomovirus 

 
（４）シノニム（ICTV, 2015; ICTV, 2025） 

bitter gourd yellow vein virus 
tomato leaf curl New Delhi virus（ToLCNDV） 
tomato leaf curl virus-New Delhi 

 
（５）系統等 

ToLCNDVのゲノム成分であるDNA-Aの全塩基配列の相同性解析の結果、ToLCNDVには

遺伝的に異なる少なくとも７つの系統が存在するとの報告がある（Moriones et al., 2017）。 
 
２．地理的分布 
（１）国又は地域（詳細は別紙１参照。） 

アジア：インド、インドネシア、スリランカ、タイ、台湾、中華人民共和国、ネパ

ール、パキスタン、バングラデシュ、マレーシア 
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中東：イラン 
欧州：イタリア、ギリシャ、スペイン、ポルトガル 
アフリカ：アルジェリア、カナリア諸島、セーシェル、チュニジア、モロッコ 

 
（２）生物地理区 

ToLCNDVは、旧北区、エチオピア区、東洋区及びオセアニア区の４区に分布する。 
 
３．宿主植物及びその日本国内での分布 
（１）宿主植物（詳細は別紙２参照。下線部は令和８（2026）年２月24日改訂時に追加。） 

アオイ科：オクラ（Abelmoschus esculentus (=Hibiscus esculentus)）、ケナフ（Hibiscus can-
nabinus）、ケブカワタ（Gossypium hirsutum） 

ウリ科：エクバリウム・エラテリウム（Ecballium elaterium）、キュウリ（Cucumis sativus）、

コッキニア・グランディス（ヤサイカラスウリ）（Coccinia grandis (=Coccinia indica, 
Cephalandra indica)）、スイカ（Citrullus lanatus (=C. vulgaris)）、セイヨウカボチャ（Cu-
curbita maxima）、トウガン（Benincasa hispida）、トカドヘチマ（Luffa acutangula）、

ニガウリ（Momordica charantia）、ニホンカボチャ（Cucurbita moschata）、ハヤトウ

リ（Sechium edule (= Sicyos edulis)）、ヘチマ（Luffa cylindrica (=L. aegyptiaca)）、ベ

ニンカサ・ フィスツロサ（Benincasa fistulosa）、ヘビメロン（Cucumis melo 
var. flexuosus）、ペポカボチャ（Cucurbita pepo）、マクワウリ（Cucumis melo var. ma-
kuwa）、メロン（C. melo）、モモルディカ・ディオイカ（カクロール）（Momordica 
dioica）、ユウガオ（Lagenaria siceraria (=L. leucantha)）、Cucurbita pepo var. giromontiina 

ガガイモ科：カロトロピス・プロケラ（Calotropis procera） 
キク科：シマカンギク（Chrysanthemum indicum (=Dendranthema indicum)）、ノゲシ

（Sonchus oleraceus）、Eclipta prostrata 
キツネノマゴ科：クロッサンドラ・インフンディブリフォルミス（Crossandra infundibuliformis 

(=C. undulifolia)） 
ケシ科：ケシ（Papaver somniferum） 
シソ科：オキムム・キリマンドスカリクム（Ocimum kilimandscharicum） 
セリ科：ニンジン（Daucus carota） 
トウダイグサ科：アマメシバ（Sauropus androgynus）、クロトン・ボンプランディアナム

（Croton bonplandianum）、トウゴマ（Ricinus communis） 
ナス科：イヌホオズキ（Solanum nigrum）、キダチトウガラシ（Capsicum frutescens）、シ

ロバナヨウシュチョウセンアサガオ（Datura stramonium）、トウガラシ（Capsicum an-
nuum）、トマト（Lycopersicon esculentum (=Solanum lycopersicum)）、ナス（Solanum 
melongena）、バレイショ（S. tuberosum）、フィサリス・ミニマ（Physalis minima）、

トウガラシ属（Capsicum spp.） 
パパイア科：パパイヤ（Carica papaya） 
ヒルガオ科：モミジヒルガオ（Ipomoea cairica） 
マメ科：インゲンマメ（Phaseolus vulgaris）、ササゲ（Vigna unguiculata）、ダイズ（Glycine 

max）、ヒラマメ（Lens culinaris (=Vicia lens)） 
リュウゼツラン科：センネンボク（Cordyline fruticosa (=C. terminalis)） 

 
（２）日本国内における宿主植物の分布及び栽培状況 

ToLCNDV の宿主植物であるトマト、キュウリ等は 47 都道府県で栽培されている。 
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４．感染部位及びその症状 

ToLCNDVの感染部位は葉、果実等を含む植物体全体である。 
様々な宿主植物において、一般的に、モザイク症状、葉巻、葉脈の膨張、植物体の萎縮を引き

起こす。ウリ科の果実では、果皮の粗面化及び縦方向の裂開が見られる。果菜類において、生育

初期にToLCNDVに感染すると、植物は著しく萎縮し、果実生産は大きな影響を受ける

（EPPO, 2022a）。 
スペインでToLCNDVに感染したぺポカボチャは、若葉の葉巻、葉脈の膨張及び激しいモザ

イク症状、節間の短縮化、果皮の粗面化等の症状を呈した（Juárez et al., 2014）。 
イランでToLCNDVに感染したメロンは、葉にモザイク、モットル（不明瞭な濃淡斑）、退

緑、葉巻及び奇形症状を呈した（Yazdani-Khameneh et al., 2013）。 
 

５．移動分散方法 
（１）自然分散 

タバココナジラミ（Bemisia tabaci；日本既発生）による永続伝搬が知られている（CABI, 
2025b; EPPO, 2022a; Espino de Paz et al., 2019）。タバココナジラミは風により長距離移動

する（CABI, 2025a）。 
 
（２）人為分散 

感染した栽植用植物が経路となり分散する（EPPO, 2022a）。 
 

６．生態 
（１）中間宿主及びその必要性 

情報なし。 
 
（２）伝染環 

情報なし。 
 
（３）植物残さ中での生存 

情報なし。 
 
（４）耐久生存態 

情報なし。 
 
７．媒介性又は被媒介性 

ToLCNDVについては、タバココナジラミによる永続（循環型）伝搬が知られているが、経卵

伝搬の情報はない。 
タバココナジラミがウイルスを保毒（感染能力を獲得）するまでに少なくとも30分間の吸汁

行動が必要であり、24時間の吸汁行動で長期間にわたって伝搬能力を保持する。また、雌は雄

よりも伝搬効率が高い（CABI, 2025b; EPPO, 2022a; Moriones et al., 2017）。 
 
８．被害の程度 

ToLCNDVは、インド亜大陸においては、トマトに影響を与える最も経済的に重要な病原体で

あるとされ、インドでは、40～90％の深刻な収量低下を引き起こすとの報告がある（Kumar 
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and Naqvi, 2016; Moriones et al., 2017）。ToLCNDVは当初、ナス科作物において深刻な経済的

被害の報告があったが、次第にウリ科作物でも深刻な被害を生じるようになった（Moriones et 
al., 2017）。スペインでは、施設栽培及び露地栽培のウリ科作物においてToLCNDVによる深刻

な病害が発生し、さらにチュニジア、イタリアでもキュウリ、メロン等のウリ科作物で発生が確

認された（Moriones et al., 2017）。イタリア南部のほ場では、調査の結果、80～100％のニホ

ンカボチャが影響を受け、発育不良、葉の黄化、花や果実の減少といった症状を生じた事例が報

告されている（Parrella et al., 2017）。 
 
９．防除 

EPPO（2022a）及びMoriones et al.（2017）によると、ToLCNDVに関する防除情報は以下

のとおりである。 
・ベクターであるタバココナジラミの防除 

農薬については、本虫の薬剤抵抗性の獲得や環境への影響等の問題があるため使用を控え、

本虫の発生が少ない時期・場所で栽培する。連作を避け、本虫の密度増加を防ぐ。本虫に対す

る抵抗性品種の植付けは、農薬の使用量を抑え、本虫の密度を低く保つことができる。 
・ウイルスフリー苗の植付け 
・感染植物の早期除去 
・その他 

ToLCNDVの感受性品種を植え付けないことが好ましいが、抵抗性・耐性を有した栽培品種

はなく、野生トマト、ウリ科、バレイショ、ヘチマ属で確認された抵抗性・耐性遺伝子の研究

が行われている。また、遺伝子組換えによる抵抗性・耐性品種の研究も行われている。 
 
１０．診断、検出及び同定 
（１）診断 

葉、果実等に生じた症状を観察する。 
 
（２）検出及び同定 

欧州食品安全機関（EFSA）は、ToLCNDVの同定には、ELISA法及びPCR法を用いた検

定が利用可能であるが、新しいToLCNDV分離株の同定にはDNA-Aゲノムの完全な塩基配列

解析が必要であるとしている。また、ToLCNDVは一般に展開したばかりの若い葉や植物体の

先端部に最も顕著な症状を示すことから、実験室での検査に用いるサンプルには植物体の最

上部の若い葉の使用が推奨されている（EFSA, 2020）。欧州地中海地域植物防疫機関

（EPPO）のBegomovirus属の診断プロトコル（EPPO , 2022b）では、本属ウイルスの同定

方法としてハイスループットシークエンス（HTS）を含めた遺伝子診断法を推奨している。

検出及び種同定の手法として、HTS解析とその他の手法の組合せ、又は本属のユニバーサル

プライマーを用いたPCR後のシークエンス解析を推奨している。一方、ToLCNDVに特異的

な手法として、リアルタイムPCR及びLAMP法を挙げている。 
遺伝子診断法に関連した情報としては、インドのウリ科作物におけるToLCNDVと近縁の

ウイルスの調査報告では、Begomovirus属のユニバーサルプライマー及び種特異的プライマ

ーを用いたPCR法でToLCNDVを検出している（Nayaka et al., 2023）。その他、ジーンバ

ンクに登録された塩基配列を基に作成した特異的プライマーを用いてPCRを行った後、シー

クエンス解析を行った報告（Mizutani et al., 2011; Ruiz et al., 2015）や、既報のプライマーの

有用性に関し、発生地域や検出目的に応じて、検出できる可能性の高いプライマーの選択を

推奨する報告（Lozovaya et al., 2021）がある。 
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なお、各種検定キット（ELISA、イムノクロマト、PCR）が市販されている（Agdia, 2023; 
DSMZ, 2024; LOEWE, 2023）。 

 
１１．日本における輸入検疫措置 

ToLCNDVは植物防疫法施行規則（農林省, 1950a）別表１に規定されており、同施行規則別

表２の２に規定されている国又は地域から輸入される宿主植物の栽植用植物については、輸出国

におけるToLCNDVに対する適切な血清学的診断法又は核酸の塩基配列を検出するために適切

と認められる方法による検査が行われ、かつ、ToLCNDVに侵されていない旨を検査証明書に特

記することを要求している。なお、バレイショ塊茎については、輸入後、隔離栽培中の検査を実

施する必要がある（農林省, 1968）。 
 
１２．諸外国における輸入検疫措置 
（１）欧州連合（EU）（EPPO, 2015; 2022c; EU, 2025） 

2015年にToLCNDVをEPPO Alert Listに追加し、EPPO域内でのまん延に対し注意喚起

をしていたが、その後、2022年に同ListからA2 List（EPPO域内の一部に発生している病害

虫のリスト）に移行した。 
EU域内の移動において、ウリ科及びナス科の栽植用植物（種子を除く。）について

ToLCNDVを対象に検疫措置を求めている。ToLCNDVを伝搬するタバココナジラミ又は他の

ベクターの発生が知られていない地域からの移動については、ToLCNDVの発生が知られてい

ない地域を起源とする植物であること又は全生育期間においてToLCNDVの症状が確認され

ていないことを求めている。また、ベクターの発生が知られている地域からの移動について

は、ToLCNDVの知られていない地域を起源とする植物であること又は全生育期間中に

ToLCNDVの症状が確認されていないことに加えて、適切な時期に実施された公的調査でベク

ターの発生がないこと又は適切な防除によりベクターの発生が認められないことを求めてい

る。 
 
（２）英国（Legislation.gov.uk, 2020） 

栽植用植物についてToLCNDV等の検疫対象種のBegomovirus属を対象に、全生育期間に

おいて対象病害虫の症状が確認されないことを求めている。タバココナジラミ又は他のベクタ

ーの発生が知られている国からの輸入については、全生育期間において対象病害虫の症状が確

認されないことに加えて、ベクターの無発生地域を起源とする植物であること、適切な時期に

実施された公的調査でベクターの発生がない生産用地であること又は適切な防除によりベクタ

ーの発生が認められず輸出前の検査でこれらの病害虫が認められないことのいずれかを求めて

いる。また、ウリ科及びナス科の栽植用植物についてToLCNDVを対象ウイルスとして、EU
同様の検疫措置を求めている。 

 
（３）ニュージーランド（MPI, 2025） 

ToLCNDVは、バレイショの有害動植物リストに掲載され、PCR法を用いた検定が求めら

れている。 
 
（４）トルコ（WTO/SPS, 2023） 

ペポカボチャ種子について、以下のいずれかの追記がなされた植物検疫証明書の添付を求め

ている。 
ア ToLCNDVの無発生国で生産されたこと。 
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または、 
イ ToLCNDVの発生国で生産された場合は、以下の事項をすべて満たすこと。 
（ア） ToLCNDVが発生していない生産地域で生産された種子であること。 
（イ） （ア）の生産地の名称の記載。 
（ウ） 輸出国において、ToLCNDVに対するリアルタイムPCR法で検定した結果

ToLCNDVが検出されていないこと。 
（エ） 生産地において関連する ISPMに従ったNPPOによる公的防除の結果、

ToLCNDVのベクターであるタバココナジラミが発見されず、発生していないこ

と、若しくはタバココナジラミを駆除するための適切な処理が行われているこ

と。 
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Ⅱ 病害虫リスクアナリシスの結果 
第１ 開始（ステージ１） 
１．開始 

Tomato leaf curl New Delhi virus（ToLCNDV）に対する現行の検疫措置の有効性を検討するた

め、病害虫リスクアナリシスを実施する。 
 
２．対象となる有害動植物 

Tomato leaf curl New Delhi virus（ToLCNDV）を対象とする。 
 
３．対象となる経路 

リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報の「２．地理的分布」に示す「国又は地域」か

らの「３．宿主植物及びその日本国内での分布」に示す「宿主植物」であって、「４．感染部位及

びその症状」に示す「感染部位」を含む植物を対象とする。 
 
４．対象となる地域 

日本全域を対象とする。 
 
５．開始の結論 

ToLCNDVを開始点とし、その発生地域から輸入される植物を経路とした日本全域を対象とす

る病害虫リスクアナリシスを開始する。 
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第２ 病害虫リスク評価（ステージ２） 
１．有害動植物の類別 

ステージ１で特定された有害動植物について、国内における発生及び公的防除の有無、定着及

びまん延の潜在性並びに経済的影響を及ぼす潜在性について調査し、検疫有害動植物となる潜在

性を有するかを検討する。なお、以下の（１）～（３）の評価項目を満たしていない場合は、そ

れが判明した時点で評価を中止できるものとする。 
（１）有害動植物の国内での発生の有無及び公的防除の有無等 

Tomato leaf curl New Delhi virus（ToLCNDV）は国内未発生である。 
 
（２）定着及びまん延の潜在性 

ToLCNDV の宿主植物であるトマト、キュウリ等は 47 都道府県で栽培されていること、ま

た、日本既発生のタバココナジラミによる伝搬が知られていることから、ToLCNDV が国内に

入り込んだ場合、定着及びまん延するおそれがある。 
 
（３）経済的影響を及ぼす潜在性 

ToLCNDV は、インド、スペイン、チュニジア及びイタリアでトマト、キュウリ、カボチャ

等に被害報告がある。したがって、ToLCNDV が国内に入り込み、定着及びまん延した場合、

経済的影響を及ぼすおそれがある。 
 
（４）評価にあたっての不確実性 

特にない。 
 
（５）有害動植物の類別の結論 

ToLCNDV は国内未発生であるが、宿主植物であるトマト、キュウリ、カボチャ等は国内で

広く栽培されていること、また、日本既発生のタバココナジラミによる伝搬が知られているこ

とから、ToLCNDV が国内に入り込んだ場合、定着及びまん延するおそれがある。また、

ToLCNDV はインド、スペイン等では被害報告があることから、国内においても経済的影響を

及ぼすことは否定できない。 
したがって、ToLCNDV は検疫有害動植物となる潜在性を有することから、引き続き「２．

農業生産等への影響の評価」で評価を行う。 
 
２．農業生産等への影響の評価 
（１）定着の可能性の評価 

ア リスクアナリシスを実施する地域における潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 
（ア）潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 

ToLCNDV の宿主植物は、リスクアナリシスの対象地域である日本全域で栽培、自生し

ており、施設栽培も含めて周年で存在する。よって、ToLCNDV が入り込んだ場合、国内

に定着できると考える。 
（イ）リスクアナリシスを実施する地域における中間宿主の利用可能性 

中間宿主が必須との情報は得られていない。 
（ウ）潜在的検疫有害動植物の繁殖戦略 

ToLCNDVは有害植物であるため、評価基準に基づき５点と評価した。 
 

イ リスクアナリシスを実施する地域における宿主又は宿主植物の利用可能性及び環境の好適
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性 
（ア）寄主又は宿主植物の利用可能性及び環境の好適性 

ToLCNDV の宿主植物であるトマト、キュウリ等は 47 都道府県で栽培されており、

ToLCNDV にとって好適な環境が日本全域に存在することから、評価基準に基づき５点と

評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の宿主又は宿主範囲の広さ 

ToLCNDVが宿主とする植物の科は、ナス科等15科が知られている。 
（ウ）有害動植物の侵入歴 

ToLCNDV は、旧北区、エチオピア区、東洋区及びオセアニア区の４区に分布する。よ

って、評価基準に基づき４点と評価した。 
 

 
 
（２）まん延の可能性の評価 

ア 自然分散（自然条件における潜在的検疫有害動植物の分散） 
（ア）ベクター以外による伝搬 

ToLCNDV のベクター以外による伝搬方法は知られていない。よって、本項目は評価し

ない。 
（イ）ベクターによる伝搬 

ａ ベクターによる移動距離 
ToLCNDV のベクターであるタバココナジラミは風により長距離移動する。よって、

評価基準に基づき５点と評価した。 
ｂ 伝搬様式 

ToLCNDV が、ベクターであるタバココナジラミにより永続的（循環型）に伝搬され

ることが知られているが、ベクターの体内で増殖するとの情報は得られていないことか

ら、循環型－非増殖型と判断した。よって、評価基準に基づき４点と評価した。 
 

イ 人為分散 
（ア）農作物を介した分散 

ToLCNDVの宿主植物であるトマト、キュウリ等は47都道府県で栽培されている。よっ

て、評価基準に基づき５点と評価した。 
（イ）非農作物を介した分散 

ToLCNDVについては、非農作物を介した重要な人為的分散手段についての報告はない。

よって、本項目は評価しない。 
 

 
 
（３）経済的重要性の評価 

ウ 定着の可能性の評価結果 
評価した項目の評価点の平均から、定着の可能性の評価点は５点満点中の4.7点（小数第

二位を四捨五入）となった。 

ウ まん延の可能性の評価結果 
評価した項目の評価点の平均から、まん延の可能性の評価点は５点満点中の4.7点（小数

第二位を四捨五入）となった。 
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ア 直接的影響 
（ア）影響を受ける農作物又は森林資源 

ToLCNDVの宿主植物であるトマト、キュウリ等の農産物産出額は、9,288.6億円である。

よって、評価基準に基づき４点と評価した。 
（イ）生産への影響 

ToLCNDV の宿主植物であるトマト及びキュウリは生産農業所得統計の対象植物である。

トマトでは、ToLCNDVの感染によって40～90％の深刻な収量低下を引き起こすとの報告

がある。また、ウリ科の果実では、ToLCNDV の感染によって果皮の粗面化及び縦方向の

裂開が見られるとの報告がある。よって、評価基準に基づき４点と評価した。 
（ウ）防除の困難さ 

エストニアでは、2019年、パルヌ県の商業温室（0.1ha）において、キュウリにToLCNDV
の感染に似た症状が見られ、検定の結果ToLCNDVの感染を確認した。根絶のため植物検

疫措置が図られ、栽植用植物は焼却され、温室は消毒された。2020年、同じハウスで栽培

されているすべてトマトとキュウリを検定したが、ToLCNDV は検出されなかったことか

ら、根絶されたと考えられた（EPPO, 2021; Just et al., 2022）。 
（エ）直接的影響の評価結果 

上記（ア）及び（イ）の評価点の積は16点となる。よって、評価基準に基づき直接的影

響の評価点は４点となった。 
 

イ 間接的影響 
（ア）農作物の政策上の重要性 

ToLCNDV の宿主植物であるトマト、キュウリ、ニンジン、ピーマン、ナス及びバレイ

ショは「野菜生産出荷安定法施行令」で定める指定野菜に、カボチャ、バレイショ及びダ

イズは「農業保険法」及び「同法施行令」で定める農作物にそれぞれ該当する。よって、

評価基準に基づき１点と評価した。 
（イ）輸出への影響 

EUはToLCNDVを含むBegomovirus属を対象に、英国はToLCNDVを対象に栽培地検

査等を要求している。よって、評価基準に基づき１点と評価した。 
 

 
 
（４）評価における不確実性 

特にない。 
 

 
 
３．入り込みの可能性の評価 

項目 評価における判断の根拠等 

ウ 経済的重要性の評価結果 

直接的影響の評価点と間接的影響の評価点の和から、経済的重要性の評価点は５点満点

中の５点となった。 

 

（５）農業生産等への影響評価の結論（病害虫固有のリスク） 
定着及びまん延の可能性並びに経済的重要性の３項目の評価点の積は 108.9 点となり、

ToLCNDVの農業生産等への影響の評価を「高い」と結論付けた。 
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（１）感染部位 植物全体（種子を除く。） 

（２）国内に入り込む可能性

のある経路 

入り込む可能性のある経路として「栽植用植物」、「栽植用球

根類※」及び「消費用生植物」が考えられる。 

用途 部位 経路となる可能性 

ア 栽植用植物 植物全体 ○ 

イ 栽植用球根類 地下部 ○ 

ウ 消費用生植物 植物全体 ○ 

（３）宿主植物の輸入検査量 別紙３を参照。 

※ バレイショの栄養繁殖体は、一般的には塊茎であるが、用途としての分類上「球根類」と表

記する。以下同様。 
※ 本来の用途ではない目的に利用されることが想定される場合は、その想定される用途の評価

結果を適用する（例えば、消費用途の植物が栽植用として利用される場合など）。 
 
（４）入り込みの可能性の評価 

ア 栽植用植物 
（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

ウイルス等の有害植物に感染している栽植用植物は、原産地で有害植物の生存に影響を

与えるような加工処理は実施されていないことから、当該有害植物が通常輸送中活性を維

持する可能性が高い。よって、評価基準に基づき５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

ウイルス等の有害植物は目視では確認できない。よって、評価基準に基づき５点と評価

した。 
（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

栽植用植物は、栽培施設、ほ場等へ直接持ち込まれる。よって、評価基準に基づき５点

と評価した。 
（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 

栽植用植物は、栽植用として利用されることで入り込みが完了する。よって、評価基準

に基づき５点と評価した。 
（オ）評価における不確実性 

特にない。 
 
栽植用植物の入り込みの可能性の評価の結論 

評価を行った項目の評価点の平均値は５点であり、栽植用植物を経路とした場合の

ToLCNDVの入り込みの可能性の評価を「高い」と結論付けた。 

 
イ 栽植用球根類 
（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

ウイルス等の有害植物に感染している栽植用球根類は、原産地で有害植物の生存に影響

を与えるような加工処理は実施されていないことから、当該有害植物が通常輸送中活性を

維持する可能性が高い。よって、評価基準に基づき５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

ウイルス等の有害植物は目視では確認できない。よって、評価基準に基づき５点と評価

した。 
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（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 
栽植用球根類は、栽培施設、ほ場等へ直接持ち込まれる。よって、評価基準に基づき５

点と評価した。 
（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 

栽植用球根類は、栽植用として利用されることで入り込みが完了する。よって、評価基

準に基づき５点と評価した。 
（オ）評価における不確実性 

特にない。 
 
栽植用球根類の入り込みの可能性の評価の結論 

評価を行った項目の評価点の平均値は５点であり、栽植用球根類を経路とした場合の

ToLCNDVの入り込みの可能性の評価を「高い」と結論付けた。 

 
ウ 消費用生植物 
（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

原産地で ToLCNDV の生存率に影響を与える加工処理等は実施されていない。よって、

評価基準に基づき５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

ウイルス等の有害植物は目視では確認できない。よって、評価基準に基づき５点と評価

した。 
（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

ToLCNDVの宿主植物であるトマト、キュウリ等は47都道府県で栽培されている。よっ

て、評価基準に基づき４点と評価した。 
（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 

ToLCNDV に感染した宿主植物が輸入された場合、当該植物から国内に存在する宿主植

物への自然分散の方法は、ベクターによる分散が考えられる。消費用生植物は輸入後短期

間のうちに消費され廃棄されることから、ベクターが飛散し、健全植物へ感染させ自然分

散する可能性は極めて低く、無視できると判断した。よって、評価基準に基づき評価中止

とする。 
（オ）評価における不確実性 

特にない。 
 

消費用生植物の入り込みの可能性の評価の結論 
消費用生植物を経路とした場合の ToLCNDV の入り込みの可能性の評価を「無視できる」

と結論付けた。 

 
４．ToLCNDVの病害虫リスク評価の結論 

ToLCNDV は検疫有害植物であり、栽植用植物及び栽植用球根類を経路として入り込み、農業

生産等へ影響を及ぼす可能性があると評価した。 

農業生産等への影響評価の結論

（病害虫固有のリスク） 
入り込みの可能性の評価 病害虫リスク評価の

結論 用途 結論 

高い ア 栽植用植物 高い 高い 
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イ 栽植用球根類 高い 高い 

ウ 消費用生植物 無視できる 無視できる 
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第３ 病害虫リスク管理（ステージ３） 
病害虫リスク評価の結果、tomato leaf curl New Delhi virus（ToLCNDV）はリスク管理措置が

必要な検疫有害植物であると判断されたことから、ステージ３において、発生国からの宿主植物

の輸入に伴うToLCNDVの入り込みの可能性を低減するための適切な管理措置について検討す

る。 
 
１．ToLCNDVに対するリスク管理措置の選択肢の検討 

選択肢 方法 有効性及び実行可能性の検討 
実施主体 
（時期） 

有効性 
実行 
可能性 

①病害虫無

発生の地

域、生産

地又は生

産用地の

設定及び

維持 

ISPM 4
（FAO, 
2024）又は

10（FAO, 
2016）に基

づき設定及

び維持す

る。 

〔有効性〕 

 ISPMに基づき輸出国植物

防疫機関が設定、管理及び

維持する病害虫無発生の地

域、生産地又は生産用地で

あって、ベクターの管理が

できれば、有効である。 
 

〔実行可能性〕 
 輸出国において適切に管理

されること（ベクターの管

理も含む。）が必要である

が、実行可能と考えられ

る。 

 
輸出国 

（輸出前） 

 

○ 

 

○ 

②システム

ズアプロ

ーチ 

ISPM 14
（FAO, 
2019）に基

づき実施す

る。 

複数の管理措置の組合せであ

るシステムズアプローチの有

効性及び実行可能性について

は、具体的に提案される管理

措置の内容を検討する必要が

ある。 

 
輸出国 

（輸出前） 

 

－ 

 

－ 

③栽培地検

査 
栽培期間中

に生育場所

において植

物の症状等

を観察す

る。 

〔有効性〕 
 ToLCNDVは、栽培期間中

に単一の症状を現わさない

場合があること、変異が多

いウイルスであることか

ら、他のウイルスとの識別

が困難な場合がある。 
 
〔実行可能性〕 
 輸出国においてベクターの

適切な防除が実施されると

ともに、適切な検査が行わ

れる必要があるが、実行可

能と考えられる。 

 
輸出国 

（栽培中） 

 

▽ 

 

○ 
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④精密検定 血清学的診

断法、遺伝

子診断法等

による精密

検定を実施

する。 

〔有効性〕 
 特異的プライマーを用いた

PCR後のシークエンス解

析、ELISA法、リアルタイ

ムPCR法等により

ToLCNDVを検出可能であ

るため、有効である。 
 
〔実行可能性〕 
 輸出入国において検定施設

を有するとともに、ELISA
キット、プライマー等試薬

類及びポジティブコントロ

ールが必要であるが、実行

可能と考えられる。 

 
輸出国 

（輸出前） 
 
 

輸入国 
（輸入時） 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

⑤検査証明

書への追

記 

輸出国での

目視検査の

結果、

ToLCNDV
が感染して

いないこと

を確認し、

その旨を検

査証明書に

追記する。 

〔有効性〕 
 栽培条件や品種等により

様々な症状が認められるた

め、他のウイルスとの識別

が困難な場合がある。 
 
〔実行可能性〕 
 輸出国において適切な検査

が行われる必要があるが、

実行可能と考えられる。 

 
輸出国 

（輸出時） 

 

▽ 

 

○ 

⑥輸出入検

査（目視

検査） 

植物の症状

等を確認す

る。 

〔有効性〕 
 栽培条件や品種等により

様々な症状が認められるた

め、他のウイルスとの識別

が困難な場合がある。 
 
〔実行可能性〕 
 輸出国及び輸入国において

通常実施されている検査で

あり、実行可能である。 

 
輸出国 

（輸出時） 
 
 
 

輸入国 
（輸入時） 

 

▽ 

 

 

 

 

▽ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

⑦隔離栽培

中の検査 
輸入後、国

内の施設に

おいて一定

期間栽培

し、症状の

確認や精密

検定を実施

する。 

〔有効性〕 
 栄養繁殖するバレイショ塊

茎は、隔離栽培中の検査に

適する。 
 隔離栽培期間中に症状が現

れない場合でも、特異的プ

ライマーを用いたPCR後

のシークエンス解析、

ToLCNDVの検出が可能な

 
輸入国 

（輸入後） 

 

○ 

 

 

▽ 

（バレイ

ショ塊茎

○） 
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ELISA法、リアルタイム

PCR法等が確立されてい

るため、有効である。 
 
〔実行可能性〕 
 多年生植物は、隔離栽培中

の検査が実行可能である。 
 隔離栽培ができる専用の施

設及び栽培管理体制が必要

となるため、場合によって

は検査できる数量等が制限

される。 
 隔離栽培運用基準（農林省, 

1968）に規定されていない

宿主植物を新たに隔離栽培

する場合は、隔離施設の整

備及び栽培管理のための条

件を整える必要があること

から、限定条件下で実行可

能である。 
 バレイショ塊茎は、同運用

基準で対象としている。 

有効性    ○：効果が高い 

▽：限定条件下で効果がある 

×：効果なし 

－：検討しない 

実行可能性  ○：実行可能 

▽：限定条件下で実行可能 

×：実行困難 

－：検討しない 
 
２．経路ごとのToLCNDVに対するリスク管理措置の選択肢の検討 
（１）栽植用植物 

ア 検討結果 
栽植用植物では、ToLCNDVの宿主となる植物（別紙２を参照のこと。）が対象となる。 
病害虫無発生の地域、生産地又は生産用地の設定及び維持（選択肢①）は、ToLCNDV の

入り込みの可能性に対して有効な管理措置である。しかしながら、ToLCNDV のベクターで

あるタバココナジラミに対する管理が必要である。また、病害虫無発生地域等の設定及び維

持は、宿主植物の栽培環境、病害虫管理等を含む各種要因に影響を受けるため、個別案件ご

とに具体的な内容を輸出国植物防疫機関が示し、日本がその許諾を判断する必要がある。 
精密検定（選択肢④）は、ToLCNDVを検出するための精度の高い精密検定法が報告され

ており、疑似症状を現した検体をELISA法、Begomovirus属のユニバーサルプライマーを用

いたPCR法によりスクリーニング検定した後、種特異的プライマーを用いたPCR、リアル

タイムPCRやシークエンス解析を行うことによりToLCNDVを特定できることから、リスク
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を十分に低減できると考える。 
 

イ リスク管理措置の特定 
栽植用植物に対する管理措置として、ToLCNDVの入り込みの可能性を低減させることが

可能であり、かつ必要以上に貿易制限的でないことを考慮し、以下を特定した。なお、以下

のいずれかの管理措置を実施する必要がある。 
 

○ 輸出国（輸出前）において、荷口全体（同一の荷口単位）の植物を対象に輸入植物検疫

規程（農林省, 1950b）別表第１の６項２号の規定に基づく検査量相当について目視検査を

行う。また、疑似症状部について精密検定を行い、ToLCNDV に感染していないことを確

認し、その旨を検査証明書に追記する。 
○ 輸入国（輸入時）において、輸入植物検疫規程（農林省, 1950b）別表第１の６項２号の

規定に基づく検査量について目視検査を行う。また、疑似症状部について精密検定を行い、

ToLCNDVに感染していないことを確認する。 
 

※ 精密検定においては、ToLCNDV は変異が多いウイルスであることから、血清学的診断

法、Begomovirus 属のユニバーサルプライマーを使用した PCR 法等により幅広く検出し

た後、必要に応じて種特異的プライマーを使用した PCR 法等の特異性の高い検出法又は

シークエンス解析による塩基配列の確認を行うことでToLCNDVの特定が可能と考えられ

る。 
 

輸入植物検疫規程（農林省, 1950b）別表第１の６項２号 

検査荷口の大きさ 検査する数量 

1,000本未満 
1,000本以上    1,841本未満 
1,841本以上    4,601本未満 
4,601本以上    9,201本未満 
9,201本以上   24,001本未満 

24,001本以上 

30%以上 
300本以上 
400本以上 
500本以上 
600本以上 
800本以上 

 
（２）栽植用球根類 

ア 検討結果 
栽植用球根類では、バレイショの塊茎が対象となる。 
病害虫無発生の地域、生産地又は生産用地の設定及び維持（選択肢①）並びに精密検定（選

択肢④）は、栽植用球根において有効な管理措置である。 
隔離栽培中の検査（選択肢⑦）は、隔離栽培期間中に症状を確認できること、または無症

状の場合でも精密検定（選択肢④）に準じた検査を実施できることから、栽植用球根におい

て有効な措置である。なお、バレイショ塊茎については、隔離栽培運用基準（農林省, 1968）
で隔離栽培検査の対象としている。 

 

イ リスク管理措置の特定 

栽植用球根類に対する管理措置として、ToLCNDV の入り込みの可能性を低減させること

が可能であり、かつ必要以上に貿易制限的でないことを考慮し、以下を特定した。なお、以

下のいずれかの管理措置を実施する必要がある。 
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○ 輸出国（輸出前）において、荷口全体（同一の荷口単位）の植物を対象に輸入植物検疫

規程（農林省, 1950b）別表第１の４項の規定に基づく検査量（全量）相当について地上部

の目視検査を行う。また、疑似症状部及び無作為に抽出した検体について精密検定を行い、

ToLCNDVに感染していないことを確認し、その旨を検査証明書に追記する。 

○ 輸入国（輸入後）において、全量を隔離栽培として、国内の施設において一定期間栽培

し、ToLCNDV の疑似症状部について精密検定を行い、ToLCNDV に感染していないこと

を確認する。 

 
※ 精密検定においては、ToLCNDV は変異が多いウイルスであることから、血清学的診断

法、Begomovirus 属のユニバーサルプライマーを使用した PCR 法等により幅広く検出し

た後、必要に応じて種特異的プライマーを使用した PCR 法等の特異性の高い検出法又は

シークエンス解析による塩基配列の確認を行うことでToLCNDVの特定が可能と考えられ

る。 
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別紙１ 
 

Tomato leaf curl New Delhi virusの発生国等の根拠 
 

国又は地域 ステータス 根拠文献 備考 

アジア    
インド 発生 Ashwathappa et al., 2020; CABI, 2025b; Dhkal 

et al., 2020; EPPO, 2022a, 2025a; Khan et al., 
2014; Nagendran et al., 2014; Padidam et al., 
1995; Singh et al, 2009; Sivalingam et al., 2011; 
Sohrab et al., 2010; Sundararaj et al., 2020; 
Usharani et al., 2004 

 

インドネシア 発生 CABI, 2025b; EPPO, 2022a, 2025a; Mizutani et 
al., 2011 

 

スリランカ 発生 Bandaranayake et al., 2014; CABI, 2025b; 
EPPO, 2022a, 2025a 

 

タイ 発生 CABI, 2025b; EPPO, 2022a, 2025a; Ito et al., 
2008 

 

台湾 発生 CABI, 2025b; Chang et al., 2010; EPPO, 2022a, 
2025a 

 

中華人民共和国 発生 CABI, 2025b; EPPO, 2025a; Li et al., 2022  
ネパール 発生 CABI, 2025b; EPPO, 2025a; Khadka et al., 

2023 
 

パキスタン 発生 CABI, 2025b; EPPO, 2022a, 2025a; Hameed et 
al., 2017; Hussain et al., 2000, 2004; Tahir and 
Haider, 2005; Zubair et al., 2020 

 

バングラデシュ 発生 CABI, 2025b; EPPO, 2022a, 2025a; Maruthi et 
al., 2005 

 

マレーシア 発生 Chen et al., 2021  
中東    

イラン 発生 CABI, 2025b; EPPO, 2022a, 2025a; Yazdani-
Khameneh et al., 2013 

 

欧州    
イタリア 発生 CABI, 2025b; EPPO, 2022a, 2025a; Espino de 

Paz et al., 2019; Luigi et al., 2016; Panno et al., 
2016; Trisciuzz et al., 2018 

 

ギリシャ 発生 CABI, 2025b; EPPO, 2022a, 2025a; Orfanidou 
et al., 2019 

 

スペイン 発生 CABI, 2025b; EPPO, 2022a, 2025a; Espino de 
Paz et al., 2019; Juárez et al., 2014 

 

ポルトガル 発生 CABI, 2025b; EPPO, 2019, 2022a, 2025a  

アフリカ    
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アルジェリア 発生 CABI, 2025b; EPPO, 2022a, 2025a; Kheired-
dine et al., 2019 

 

カナリア諸島 発生 CABI, 2025b; EPPO, 2022a, 2025a; Espino de 
Paz et al., 2019 

 

セーシェル 発生 CABI, 2025b; EPPO, 2022a, 2025a; Scussel et 
al., 2018 

 

チュニジア 発生 CABI, 2025b; EPPO, 2022a, 2025a; Espino de 
Paz et al., 2019; Mnari-Hattab et al., 2015 

 

モロッコ 発生 CABI, 2025b; EPPO, 2022a, 2025a; Espino de 
Paz et al., 2019; Radouane et al., 2018 
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別紙２ 
 

Tomato leaf curl New Delhi virusの宿主植物の根拠 
 

科名 学名 シノニム 
和名 

英名 根拠文献 備考 
属名 種名 

アオイ科

（Malvaceae） 
Abelmoschus esculen-
tus 

Hibiscus escu-
lentus 

トロロアオイ

属 
オクラ okra CABI, 2025b; EPPO, 2025b; 

Venkataravanappa et al., 
2014 

 

アオイ科

（Malvaceae） 
Gossypium hirsutum  ワタ属 ケブカワタ upland cotton CABI, 2025b; EPPO, 2025b  

アオイ科

（Malvaceae） 
Hibiscus cannabinus  フヨウ属 ケナフ kenaf CABI, 2025b; EPPO, 2022a, 

2025b 
 

ウリ科

（Cucurbitaceae） 
Benincasa fistulosa  トウガン属 ベニンカサ・

フィスツロサ 
 Dhkal et al., 2020; EPPO, 

2025b 
 

ウリ科

（Cucurbitaceae） 
Benincasa hispida  トウガン属 トウガン wax gourd CABI, 2025b; EPPO, 2022a, 

2025b; Roy et al., 2013 
 

ウリ科

（Cucurbitaceae） 
Citrullus lanatus C. vulgaris スイカ属 スイカ watermelon CABI, 2025b; EPPO, 2022a, 

2025b; Sohrab et al., 2006 
 

ウリ科

（Cucurbitaceae） 
Coccinia grandis Coccinia indica, 

Cephalandra 
indica 

コッキニア属 コッキニア・

グランディス

（ヤサイカラ

スウリ） 

ivy gourd CABI, 2025b; EPPO, 2025b; 
Sultana et al., 2017 

 

ウリ科

（Cucurbitaceae） 
Cucumis melo  キュウリ属 メロン melon CABI, 2025b; Chang et al., 

2010; EPPO, 2022a, 2025b; 
Ito et al., 2008; Mnari-Hattab 
et al., 2015; Trisciuzz et al., 
2018; Yazdani-Khameneh et 
al., 2013 
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ウリ科

（Cucurbitaceae） 
Cucumis melo var. 
flexuosus 

 キュウリ属 ヘビメロン snake melon EPPO, 2022a, 2025b  

ウリ科

（Cucurbitaceae） 
Cucumis melo var. ma-
kuwa 

 キュウリ属 マクワウリ oriental sweet 
melon 

Chang et al., 2010  

ウリ科

（Cucurbitaceae） 
Cucumis sativus  キュウリ属 キュウリ cucumber CABI, 2025b; EPPO, 2022a, 

2025b; Ito et al., 2008; Mizu-
tani et al., 2011; Mnari-Hattab 
et al., 2015 

 

ウリ科

（Cucurbitaceae） 
Cucurbita maxima  カボチャ属 セイヨウカボ

チャ 
 CABI, 2025b; EPPO, 2025b; 

Espino de Paz et al., 2019 
 

ウリ科

（Cucurbitaceae） 
Cucurbita moschata  カボチャ属 ニホンカボチ

ャ 
 CABI, 2025b; EPPO, 2022a, 

2025b; Sohrab et al., 2006 
 

ウリ科

（Cucurbitaceae） 
Cucurbita pepo  カボチャ属 ペポカボチャ zucchini, 

summer 
squash 

CABI, 2025b; EPPO, 2022a, 
2025b; Juárez et al., 2014; 
Mnari-Hattab et al., 2015; 
Panno et al., 2016; Radou-
ane et al., 2018; Trisciuzz et 
al., 2018 

 

ウリ科

（Cucurbitaceae） 
Cucurbita pepo var. 
giromontiina 

 カボチャ属  courgette EPPO, 2022a, 2025b  

ウリ科

（Cucurbitaceae） 
Ecballium elaterium  エクバリウム

属 
エクバリウ

ム・エラテリ

ウム 

 CABI, 2025b; EPPO, 2025b  

ウリ科

（Cucurbitaceae） 
Lagenaria siceraria L. leucantha ユウガオ属 ユウガオ bottle gourd CABI, 2025b; EPPO, 2022a, 

2025b; Ito et al., 2008; 
Sohrab et al., 2006, 2010 

 

ウリ科

（Cucurbitaceae） 
Luffa cylindrica L. aegyptiaca ヘチマ属 ヘチマ sponge gourd CABI, 2025b; EPPO, 2022a, 

2025b; Khan et al.,2014 
 

ウリ科 Luffa acutangula  ヘチマ属 トカドヘチマ ridge gourd EPPO, 2025b; Sohrab et al.,  
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（Cucurbitaceae） 2006 
ウリ科

（Cucurbitaceae） 
Momordica charantia  ニガウリ属 ニガウリ bitter gourd CABI, 2025b; EPPO, 2022a, 

2025b; Nagendran et 
al.,2014; Tahir and Haider, 
2005; Tiwari et al., 2010 

 

ウリ科

（Cucurbitaceae） 
Momordica dioica  ニガウリ属 モモルディ

カ・ディオイ

カ（カクロー

ル） 

spine gourd EPPO, 2025b; Venka-
taravanappa et al., 2019 

 

ウリ科

（Cucurbitaceae） 
Sechium edule Sicyos edulis ハヤトウリ属 ハヤトウリ chayote CABI, 2025b; EPPO, 2025b; 

Mandal et al., 2004; Nagen-
dran et al., 2017 

 

ガガイモ科

（Asclepiadaceae） 
Calotropis procera  カロトロピス

属 
カロトロピ

ス・プロケラ 
rubber bush CABI, 2025b; EPPO, 2025b  

キク科

（Compositae） 
Chrysanthemum indi-
cum 

Dendranthema 
indicum 

キク属 シマカンギク  Ashwathappa et al., 2020; 
EPPO, 2022a, 2025b 

 

キク科

（Compositae） 
Eclipta prostrata  タカサブロウ

属 
  CABI, 2025b; EPPO, 2022a, 

2025b 
 

キク科

（Compositae） 
Sonchus oleraceus  ノゲシ属 ノゲシ  CABI, 2025b; EPPO, 2025b  

キツネノマゴ科

（Acanthaceae） 
Crossandra infundibuli-
formis 

C. undulifolia ヘリトリオシ

ベ属 
クロッサンド

ラ・インフン

ディブリフォ

ルミス 

 CABI, 2025b; EPPO, 2022a, 
2024b; Sundararaj et al., 
2020 

 

ケシ科

（Papaveraceae） 
Papaver somniferum  ケシ属 ケシ opium poppy CABI, 2025b; EPPO, 2025b  

シソ科（Labiatae） Ocimum kilimand-
scharicum 

 メボウキ属 オキムム・キ

リマンドスカ

リクム 

 Sinha and Samad, 2023  
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セリ科

（Umbelliferae） 
Daucus carota  ニンジン属 ニンジン carrot CABI, 2025b; EPPO, 2025b; 

Sivalingam et al., 2011 
 

トウダイグサ科

（Euphorbiaceae） 
Croton bonplandianum  ハズ属 クロトン・ボ

ンプランディ

アナム 

 Reddy et al., 2005  

トウダイグサ科

（Euphorbiaceae） 
Ricinus communis  トウゴマ属 トウゴマ castor bean EPPO, 2025b; Sharma et al., 

2021 
 

トウダイグサ科

（Euphorbiaceae） 
Sauropus androgynus  サウロプス属 アマメシバ  CABI, 2025b; EPPO, 2025b; 

Shih et al., 2013 
 

ナス科

（Solanaceae） 
Capsicum spp.  トウガラシ属   EPPO, 2022a  

ナス科

（Solanaceae） 
Capsicum annuum  トウガラシ属 トウガラシ chili pepper, 

sweet pepper 
CABI, 2025b; EPPO, 2025b; 
Hussain et al., 2004; Khan et 
al.,2014; Reddy et al., 2005 

 

ナス科

（Solanaceae） 
Capsicum frutescens  トウガラシ属 キダチトウガ

ラシ 
 EPPO, 2025b  

ナス科

（Solanaceae） 
Datura stramonium  ダツラ属 シロバナヨウ

シュチョウセ

ンアサガオ 

jimsonweed CABI, 2025b; EPPO, 2025b  

ナス科

（Solanaceae） 
Lycopersicon esculen-
tum  

Solanum lyco-
persicum 

トマト属 トマト tomato CABI, 2025b; EPPO, 2022a, 
2025b; Khan et al.,2014; 
Maruthi et al.,2005; Padidam 
et al., 1995; Reddy et al., 
2005 

 

ナス科

（Solanaceae） 
Physalis minima  ホオズキ属 フィサリス・

ミニマ 
 EPPO, 2022a, 2025b; Zubair 

et al., 2020 
 

ナス科

（Solanaceae） 
Solanum melongena  ナス属 ナス eggplant CABI, 2025b; EPPO, 2022a, 

2025b; Pratap et al., 2011 
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注）備考欄の「追加」は、文献情報等に基づき宿主植物として令和８（2026）年２月24日改訂時に追加された種。 
 

ナス科

（Solanaceae） 
Solanum nigrum  ナス属 イヌホオズキ black night-

shade 
CABI, 2025b; EPPO, 2025b  

ナス科

（Solanaceae） 
Solanum tuberosum  ナス属 バレイショ potato CABI, 2025b; EPPO, 2022a, 

2025b; Hameed et al., 2017; 
Khan et al., 2014; Usharani et 
al., 2004 

 

パパイア科

（Caricaceae） 
Carica papaya  パパイヤ属 パパイヤ papaya CABI, 2025b; EPPO, 2022a, 

2025a; Raj et al., 2008 
 

ヒルガオ科

（Convolvulaceae） 
Ipomoea cairica I. palmata サツマイモ属 モミジヒルガ

オ 
Cairo morn-
ing glory 

EPPO, 2025b; Rauniyar et 
al., 2023 

 

マメ科

（Leguminosae） 
Glycine max  ダイズ属 ダイズ soybean CABI, 2025b; EPPO, 2025b; 

Jamil et al., 2017 
 

マメ科

（Leguminosae） 
Lens culinaris Vicia lens ヒラマメ属 ヒラマメ lentil EPPO, 2025b; Naimuddin et 

al., 2016 
 

マメ科

（Leguminosae） 
Phaseolus vulgaris  インゲン属 インゲンマメ common 

bean, kidney 
bean 

EPPO, 2025b; Han et al., 
2025 

追加 

マメ科

（Leguminosae） 
Vigna unguiculata  ササゲ属 ササゲ cowpea Reddy et al., 2005  

リュウゼツラン科

（Agavaceae） 
Cordyline fruticosa C. terminalis センネンボク

属 
センネンボク good luck 

plant 
Lager et al., 2022  
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別紙３ 
 

Tomato leaf curl New Delhi virus の宿主植物に関連する経路の年間輸入検査量 
（発生国からの貨物、郵便及び携帯品） 

 
（１）栽植用植物 

単位（数量）：本 

植物名 生産国 
2022 2023 2024 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 

Cordyline fruticosa 
(=C. terminalis, C. 
compacta)(ｾﾝﾈﾝﾎﾞｸ) 

中国       14 9,636 

ｽﾘﾗﾝｶ        1 1,000 

 
 
（２）栽植用球根類 

単位（数量）：個 
※2022 年～2024 年の輸入実績無し。 
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